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『外国人児童生徒が日本の学校生活に適応すること』
→ 学校が落ち着き，地域が落ち着くことにつながる。

目的
① 日本の学校や日常生活に適応できるよ
うに日本語を指導する。
② 日本の文化や学校のきまり，社会のル
ールについて指導する。
③ ブラジルへ帰国する児童生徒や，母語
を忘れ，親とのコミュニケーションを図
れなくなることのないように，ポルトガ
ル語の指導をする。
④ 学校からの家庭連絡・通信を親が理解
できるようにする。
⑤ 保護者との電話や保護者会等で必要に
応じて対応する。

適応指導教室の目的は，児童生徒の心の居場所になることや学習活動に
参加できる力を付けることです。
また，縁あって日本の学校へ来ている外国人児童生徒に，日本をそして，

日本人を好きになってもらいたいという願いをもって日々指導しています。

○ 日本語指導
○ 教科指導

適応指導教室ができてから15年。
国籍も日本語力も母国での学習歴も違う

外国人が増えてきたことから，個々の日本
語力にあわせた指導をしています。

適応指導教室の指導は，外国人だけで固
まることを避けるため，原則として取り出
し方式を取り入れています。



○ 日本語能力試験用の指導

日本語指導をしている児童生徒の中 H16 3級－1名

には，日本人と比べても遜色ないほど H17 1級－3名，2級－7名，3級－1名

日本語力が向上してきた外国人児童生 H18 2級－3名

徒がいます。そんな外国人児童生徒に H19 1級－3名，2級－7名，3級－1名

対しては，日本語能力試験を受けるよ H20 1級－1名，2級－4名，3級－5名

うに勧めています。 H21 1級－3名，2級－3名，3級－2名

日本語能力試験に挑戦することは， ※ H22年度より変更 旧1級→N1，旧2級→N2，旧3級→N3・N4

将来，帰国したときに役立つものであ H22 N1－3名，N2－ 6名，N3－4名，N4－1名

り，目前の明確な目標をもつことによ H23 N1－6名，N2－11名，N3－2名

り，意欲を保ち，更なる日本語力向上 H24 N1－5名，N2－ 6名，N3－4名

のためにも重要だと考えています。 H25 N1－5名，N2－ 4名，N3－5名
H26 N1－7名，N2－14名，N3－15名

○ 学校生活適応指導(集中初期指導)

学校適応指導は，来日したばかり
の外国籍児童生徒で，日本語の能力
が低く，学校生活への適応が困難で
ある場合にブラジル人講師と日本語
担当者が協力し，東小学校内にある
学校生活適応指導教室で，週20時間
の集中初期指導を行い，学校のきま
りや生活に必要な会話を教えていま
す。学校生活適応教室は，愛知県内
で一番早く創設。

○ ポルトガル語指導

適応指導教室の大きな特色。
アイデンティティー確立のため，

また，児童生徒が帰国したときに困
らないようにブラジルの教科書を使
って母語指導を行っています。
母語保持を目的に指導している学

校はありますが，ブラジルの教育を
取り入れている学校はなく，日本全
国でも他に例のない貴重な取り組み。

○ プレスクール

平成26年度『特別の教育課程』による
日本語指導実施に先立ち，岩倉市教育委
員会が中心となって，平成25年度より，
次年度就学予定の幼児に対して，学校生
活に慣れることを目的として実施。
教育委員会が主体として行っている，

全校でもほとんど例のない取り組み。
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【岩倉市日本語指導方式】

○ 学校教育の中での日本語指導
○ 教科指導を通して，日本語を習得する。

１ 日本語能力に応じて，指導レベルを４段階のステップ（日本語能力レベル）に 分け，
日本語能力や個の課題に応じた指導を行う。
・ ステップ1（初期）－日本語を聞き取れない・話せない（聞く力）
・ ステップ2（初級）－日常会話がスムーズにできない（話す力）
・ ステップ3（中級）－現学年の学習内容が理解できない（読む力）
・ ステップ4（上級）－日本語の能力が高い（書く力）

２ １単位指導時間（１ユニット）内に４つの指導内容（モジュール）を取り入れ た指導を行
う。
３ ４モジュール内に，日本語能力に応じた指導内容と現学年の指導内容を二層に 分
け，ステップに応じた割合で指導を行う。現学年の教科学習に関しては，先行 学習を積
極的に取り入れる。
４ 日本語や教科の力がどの程度向上しているかを把握するために到達度評価を行 い，
学期ごとにステップの見直しをする。
５ 到達度評価の結果から，個人課題一覧表を作成し，個人課題を明確にする。

◎ 指導カリキュラム（指導項目・指導内容）

◎ 日本語テキスト 指導教材

◎ 日本語・教科テスト

【指導＝学習】の結果を日本語的な内容
と教科的な内容に分けたテストを作成し，
個々の到達度を評価する。

◎ 個人課題

日本語・教科テストの結果より，
現状の日本語・教科の到達度を把握
するとともに，個人課題を明確にし，
指導スタイル・教材・教具・テスト
の見直しを図る。

【個人別指導カリキュラム】



◎ 指導ユニット・モジュール 配当計画



○ 「ステップ３」6月【小5・小6・中学生】 指導モジュール

○ 「ステップ１」5月～6月【小4・小5】 指導計画（例）

○ ステップ指導・現学年指導・日本語能力試験指導 学年別指導表

・ ステップ１(S1)－ 初期 （聞く）
・ ステップ２(S2)－ 初級 （話す）
・ ステップ３(S3)－ 中級 （読む）
・ ステップ４(S4)－ 上級 （書く）

※ ステップ１～4 － 日本語能力試験指導

○ 指導のパターン化
【日本語を指導する場合－S1～S4】
・ ステップに応じたカリキュラムから，有効な教材を活用。

【教科指導をする場合 Ａ－S2～S4】 【教科指導をする場合 Ｂ－S2～S4】
『国語・算数(数学)・社会・理科』 『体育・音楽・家庭科・図工・生活科』
① 学習内容（日本語テキストの活用） ① 学習用具・教科用語の指導
② 語彙・表現の指導 ③ 評価
③ 評価



○ 指導カリキュラム（小2 国語－例）

○ 指導項目関連一覧表（国語－例）


